
News News
関東建設青年会議通常総会・関東地整との意見交換会を開催！

栃木県建設業協会  青年経営者連合会

　 令 和 ５ 年 ９ 月 29 日、THE MARK GRAND HOTEL
（さいたま新都心）で令和５年度関東建設青年会

議 通 常 総 会 と 関 東 地 方 整 備 局 と の 意 見 交 換 会 が
開 催 さ れ た。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の ５ 類 移 行 に
伴い、コロナ禍前と同程度の参加者が集まった。
　通常総会の冒頭、主催者を代表し、関東建設青
年会議の事務局である（一社）千葉県建設業協会
青年部会の籾山会長から「今年度は関東建設青年
会議が主幹となり、全国建設青年会議第 28 回全国
大会が 12 月１日に東京プリンスホテルで開催され
る。ご参集の皆様には様々なご協力をいただくこと
と存じますが、よろしくお願いいたします」と挨拶
があった。引き続き通常総会の議事に入り、令和４
年度に行った委員会活動や、全国建設青年会議全国
大会の開催に向けたイベントの実施などについて報
告がされた。令和５年度の事業計画としては、建設
業が行う広報活動や社会貢献活動の情報発信の強
化、魅力とやりがい溢れる建設業となるべく、国土
交通省関東地方整備局との連携の強化に向け、定期
的に意見交換等を開催すること。主幹ブロックと
して、全国建設青年会議第 28 回全国大会を成功さ
せることなどが事業計画として提案された。各議
事については、出席者の満場一致で承認となった。
　総会後に行われた「関東地方整備局（「以下（関東
地整）という」）との意見交換会」では、まず、建
設産業向上委員会の山中委員長（栃木県）から、一
般の方 300 名を対象に行った「建設業のイメージ
調査」の結果について説明があった。次に、建設
産業情報発信委員会の小川委員長（埼玉県）から
は、「建設業界を PR しよう」をテーマに工事現場
に巨大な文字を出現させての PR を行い、若い世代
の方に建設業をアピールしていく取組を今後実施
していくことが説明された。質疑応答では、関東
地整からも多数の質問があり、活発な意見交換会
であった。最後に、関東地整の令和５年度の取組
状況として、「インフラ分野の DX の推進」、「BIM/
CIM の取組」、「賃上げを行った企業に対する加点
措置」といった取組について説明があった。講評
として、関東地整の西川企画部長からは、「今後と
も青年会議の皆様との連携・協力を深めていきた
い」という言葉をいただいた。意見交換会終了後に
は、懇親会も行われ、盛大なうちに終了となった。

挨拶をする籾山大介会長（千葉県）
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委員会活動の報告（意見交換会）
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